
９　
月　
初　
め　
に　
、　
首　
都　
圏　
を　
舞　
台　
と　
し　
て　

大　
規　
模　
な　
災　
害　
対　
処　
訓　
練　
が　
実　
施　
さ　
れ　

た　
。　
自　
衛　
隊　
か　
ら　
も　
、　
陸　
海　
空　
合　
わ　
せ　
て　

約　
７　
千　
人　
の　
人　
員　
と　
多　
数　
の　
車　
両　
、　
航　
空　

機　
が　
参　
加　
。　
人　
員　
の　
一　
気　
投　
入　
に　
よ　
る　
強　

力　
な　
救　
助　
活　
動　
な　
ど　
、　
持　
ち　
前　
の　
力　
を　
発　

揮　
し　
て　
い　
た　
。　
そ　
の　
中　
に　
あ　
っ　
て　
、　
縁　
の　

下　
の　
力　
持　
ち　
と　
い　
っ　
た　
感　
じ　
で　
シ　
ブ　
く　
存　

在　
感　
を　
ア　
ピ　
ー　
ル　
し　
て　
い　
た　
の　
が　
、　
今　
回　

紹　
介　
す　
る　
「　
91
式　
戦　
車　
橋　
」　
で　
あ　
る　
。　

戦　
車　
橋　
と　
は　
、　
第　
二　
次　
世　
界　
大　
戦　
中　
に　

工　
兵　
用　
の　
渡　
河　
機　
材　
の　
一　
種　
と　
し　
て　
開　
発　

さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
、　
架　
橋　
戦　
車　
と　
も　
表　
現　
さ　

れ　
る　
。　
戦　
車　
を　
先　
頭　
に　
押　
し　
立　
て　
て　
進　
撃　

す　
る　
際　
に　
、　
戦　
闘　
中　
に　
も　
そ　
の　
進　
撃　
ス　
ピ　

ー　
ド　
を　
落　
と　
し　
て　
は　
な　
ら　
ん　
と　
い　
う　
理　
由　

か　
ら　
、　
ブ　
厚　
い　
装　
甲　
を　
持　
っ　
た　
戦　
車　
に　
旗　

竿　
を　
か　
か　
げ　
る　
よ　
う　
な　
形　
で　
橋　
を　
く　
く　
り　

つ　
け　
て　
必　
要　
な　
場　
所　
に　
ド　
ス　
ン　
と　
降　
ろ　
し　

た　
の　
が　
始　
ま　
り　
ら　
し　
い　
。　
そ　
の　
後　
、　
東　
西　

冷　
戦　
中　
に　
、　
大　
規　
模　
な　
戦　
車　
戦　
が　
予　
想　
さ　

れ　
た　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
諸　
国　
を　
中　
心　
に　
開　
発　
が　

進　
み　
、　
搭　
載　
す　
る　
橋　
の　
長　
さ　
や　
幅　
が　
ど　
ん　

ど　
ん　
と　
大　
型　
化　
し　
て　
い　
っ　
た　
。　
局　
地　
戦　
闘　

が　
ク　
ロ　
ー　
ズ　
ア　
ッ　
プ　
さ　
れ　
る　
今　
で　
は　
、　
や　

や　
風　
化　
し　
た　
感　
も　
あ　
る　
が　
、　
そ　
れ　
で　
も　
自　

前　
で　
戦　
車　
を　
作　
る　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　
国　
で　
は　

必　
須　
の　
装　
備　
と　
も　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

日　
本　
で　
は　
、　
61
式　
戦　
車　
（　
１　
９　
６　
１　
年　

に　
デ　
ビ　
ュ　
ー　
・　
国　
産　
）　
の　
車　
体　
を　
ベ　
ー　
ス　

災
害
対
処
訓
練
に
出
現

に　
し　
た　
67
式　
戦　
車　
橋　
が　
最　
初　
の　
架　
橋　
戦　
車　

と　
し　
て　
登　
場　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
こ　
れ　
は　
数　
両　

し　
か　
生　
産　
さ　
れ　
な　
か　
っ　
た　
の　
で　
、　
次　
に　
登　

場　
し　
た　
こ　
の　
91
式　
戦　
車　
橋　
こ　
そ　
が　
実　
質　
的　

に　
初　
の　
ラ　
イ　
ン　
ナ　
ッ　
プ　
だ　
と　
い　
え　
る　
。　
し　

か　
し　
、　
こ　
れ　
も　
数　
量　
的　
に　
は　
あ　
ま　
り　
多　
く　

な　
い　
。　
年　
産　
は　
数　
両　
程　
度　
、　
全　
体　
で　
は　
約　

十　
数　
両　
の　
保　
有　
数　
と　
い　
っ　
た　
具　
合　
で　
あ　
る　
。　

90
式　
戦　
車　
の　
通　
行　
に　
耐　
え　
る　
と　
い　
う　
目　

的　
か　
ら　
開　
発　
さ　
れ　
た　
車　
両　
で　
も　
あ　
る　
た　

め　
、　
90
式　
戦　
車　
が　
最　
も　
多　
く　
存　
在　
す　
る　
北　

海　
道　
に　
大　
半　
が　
配　
備　
さ　
れ　
、　
い　
く　
つ　
か　
は　

茨　
城　
県　
の　
勝　
田　
駐　
屯　
地　
（　
施　
設　
教　
導　
隊　
）　

と　
静　
岡　
県　
の　
滝　
ヶ　
原　
駐　
屯　
地　
（　
第　
１　
１　
０　

施　
設　
大　
隊　
）　
に　
も　
あ　
り　
、　
冒　
頭　
の　
大　
規　
模　

災　
害　
対　
処　
訓　
練　
に　
登　
場　
し　
た　
の　
は　
施　
設　
教　

導　
隊　
の　
保　
有　
す　
る　
車　
両　
で　
あ　
っ　
た　
。　

こ　
の　
91
式　
戦　
車　
橋　
、　
構　
造　
的　
に　
は　
シ　
ン　

プ　
ル　
だ　
。　
74
式　
戦　
車　
の　
車　
体　
に　
、　
前　
後　
ス　

ラ　
イ　
ド　
し　
２　
分　
割　
さ　
れ　
る　
橋　
梁　
部　
を　
乗　
せ　

た　
形　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
橋　
は　
油　
圧　
に　
よ　
っ　

て　
オ　
ペ　
レ　
ー　
ト　
さ　
れ　
、　
約　
５　
分　
ほ　
ど　
の　
作　

業　
で　
現　
場　
に　
架　
設　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

こ　
れ　
は　
他　
国　
の　
同　
様　
な　
車　
両　
、　
例　
え　
ば　
構　

成　
が　
よ　
く　
似　
て　
い　
る　
ア　
メ　
リ　
カ　
や　
ド　
イ　
ツ　

の　
も　
の　
に　
比　
べ　
て　
も　
遜　
色　
な　
く　
、　
む　
し　
ろ　

早　
い　
ほ　
う　
だ　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　
架　
け　
ら　

れ　
た　
橋　
は　
、　
長　
さ　
が　
約　
20  
ｍ　
に　
及　
び　
、　
幅　

も　
約　
３　
・　
９　
ｍ　
と　
サ　
イ　
ズ　
も　
大　
型　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
大　
き　
な　
橋　
を　
運　
び　
、　
架　
け　
る　
た　
め　

に　
は　
、　
や　
は　
り　
そ　
れ　
な　
り　
の　
重　
さ　
と　
パ　
ワ　

ー　
を　
持　
っ　
た　
車　
両　
が　
必　
要　
だ　
。　
重　
量　
バ　
ラ　

1

納　
税　
者　
の　
目　
で　
見　
る　

陸　
上　
自　
衛　
隊　
ク　
ル　
マ　
図　
鑑　

91
式
戦
車
橋

工　
事　
不　
要　
で　
河　
川　
を　
渡　
る　

移　
動　
式　
イ　
ン　
ス　
タ　
ン　
ト　
橋　
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こ　
こ　
が　

だ
！　

ツ　ボ

背　
負　
っ　
た　
橋　
が　
91
式　
戦　
車　

橋　
の　
任　
務　
を　
表　
す　
証　
。　
全　

長　
20  
ｍ　
に　
及　
ぶ　
金　
属　
製　
の　

橋　
を　
わ　
ず　
か　
５　
分　
で　
架　
設　

し　
、　
90
式　
戦　
車　
ほ　
か　
、　
車　

両　
の　
進　
む　
道　
を　
提　
供　
す　

る　
。　
１　
台　
５　
億　
円　
と　
高　
価　

だ　
が　
、　
民　
間　
へ　
の　
支　
援　
任　

務　
も　
可　
能　
な　
そ　
の　
力　
は　
、　

単　
な　
る　
防　
衛　
装　
備　
品　
で　
終　

わ　
ら　
し　
て　
は　
い　
け　
な　
い　
よ　

う　
な　
気　
が　
す　
る　
。　

91式戦車橋

主要諸元
91式戦車橋

全長…………約10,900mm
全高…………約3,800mm

全幅…………約4,000mm

エンジン……水冷2サイクル
ディーゼル

総排気量……21,500cc

ロ
ジ
ッ
ク
不
変
の
な
か
で

さ　
て　
、　
い　
つ　
も　
の　
通　
り　
、　
こ　
の　
91
式　
戦　

車　
橋　
の　
実　
質　
と　
未　
来　
に　
つ　
い　
て　
ザ　
ク　
ザ　
ク　

ッ　
と　
吟　
味　
し　
て　
み　
よ　
う　
。　

ま　
ず　
は　
、　
コ　
ス　
ト　
や　
運　
用　
面　
に　
つ　
い　
て　

感　
じ　
ら　
れ　
る　
問　
題　
だ　
。　
あ　
る　
資　
料　
に　
よ　
れ　

ば　
、　
こ　
の　
91
式　
戦　
車　
の　
調　
達　
価　
格　
は　
１　
両　

ン　
ス　
の　
問　
題　
も　
あ　
り　
、　
装　
甲　
が　
厚　
く　
重　
み　

が　
あ　
っ　
て　
、　
リ　
ア　
に　
巨　
大　
な　
エ　
ン　
ジ　
ン　
を　

積　
む　
戦　
車　
は　
、　
架　
橋　
車　
両　
の　
ベ　
ー　
ス　
に　
向　

い　
て　
い　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

な　
手　
段　
を　
講　
じ　
て　
き　
て　
は　
い　
る　
が　
、　
ま　
ず　

は　
防　
衛　
力　
そ　
の　
も　
の　
の　
整　
備　
が　
優　
先　
さ　
れ　

る　
。　
す　
る　
と　
必　
然　
的　
に　
、　
そ　
ち　
ら　
へ　
向　
く　

ペ　
ー　
ス　
は　
遅　
れ　
が　
ち　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　

ま　
あ　
、　
そ　
れ　
ゆ　
え　
に　
先　
の　
大　
規　
模　
災　
害　

対　
処　
訓　
練　
で　
は　
、　
よ　
く　
訓　
練　
さ　
れ　
た　
人　
員　

と　
自　
前　
で　
す　
べ　
て　
を　
ま　
か　
な　
え　
る　
「　
自　
己　

完　
結　
能　
力　
」　
と　
い　
う　
リ　
ソ　
ー　
ス　
を　
提　
供　
し　

た　
わ　
け　
だ　
が　
、　
現　
状　
に　
お　
い　
て　
は　
間　
違　
っ　

た　
選　
択　
で　
は　
な　
い　
と　
思　
う　
。　
こ　
れ　
は　
余　
談　

だ　
が　
、　
そ　
の　
訓　
練　
計　
画　
の　
作　
成　
に　
「　
総　
合　

防　
災　
ソ　
リ　
ュ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
」　
と　
い　
う　
民　
間　
の　

コ　
ン　
サ　
ル　
タ　
ン　
ト　
会　
社　
が　
関　
わ　
っ　
て　
い　
る　

が　
、　
そ　
の　
会　
社　
は　
自　
衛　
隊　
を　
定　
年　
で　
退　
職　

し　
た　
Ｏ　
Ｂ　
が　
多　
く　
、　
危　
機　
管　
理　
に　
関　
し　
て　

非　
常　
に　
豊　
か　
な　
経　
験　
と　
情　
報　
を　
持　
っ　
て　
い　

る　
。　
こ　
れ　
も　
見　
方　
を　
変　
え　
れ　
ば　
人　
活　
で　
あ　

91
式
戦
車
橋

協力：陸上幕僚監部広報室／陸上自衛隊施設学校（勝田駐屯地）

全備重量……41.8t
橋長…………約20m

有効長………約18m

有効幅………3.9m
乗員…………2名

製作…………三菱重工

り　
、　
磨　
か　
れ　
た　
リ　
ソ　
ー　
ス　
の　
有　
効　
活　
用　
で　

あ　
る　
と　
言　
え　
る　
だ　
ろ　
う　
。　
�　
天　
下　
り　
�　
で　

は　
な　
く　
、　
自　
ら　
の　
経　
験　
を　
も　
っ　
て　
第　
二　
の　

人　
生　
を　
飾　
る　
と　
い　
う　
の　
が　
素　
晴　
ら　
し　
い　
。　

だ　
が　
、　
話　
を　
元　
に　
戻　
せ　
ば　
、　
税　
金　
で　
購　

入　
し　
た　
現　
有　
装　
備　
を　
有　
効　
に　
活　
用　
で　
き　
な　

い　
の　
に　
は　
も　
ど　
か　
し　
さ　
を　
感　
じ　
る　
。　
そ　
う　

な　
る　
と　
、　
や　
は　
り　
こ　
れ　
ま　
で　
に　
説　
い　
て　
い　

る　
よ　
う　
に　
民　
間　
バ　
ー　
ジ　
ョ　
ン　
の　
開　
発　
＋　
輸　

出　
と　
い　
う　
の　
が　
重　
要　
に　
な　
る　
だ　
ろ　
う　
。　

１　
両　
５　
億　
円　
が　
量　
産　
効　
果　
で　
３　
億　
円　
に　

な　
れ　
ば　
、　
地　
方　
自　
治　
体　
を　
数　
個　
集　
め　
た　
広　

域　
行　
政　
単　
位　
で　
の　
購　
入　
も　
あ　
な　
が　
ち　
突　
飛　

な　
話　
で　
は　
な　
い　
。　
落　
ち　
た　
橋　
の　
代　
わ　
り　
に　

臨　
時　
に　
架　
橋　
す　
る　
な　
ど　
、　
地　
震　
や　
洪　
水　
と　

い　
っ　
た　
自　
然　
災　
害　
に　
よ　
っ　
て　
発　
生　
し　
た　
被　

害　
、　
特　
に　
交　
通　
網　
の　
寸　
断　
を　
緊　
急　
に　
復　
旧　

す　
る　
の　
に　
役　
立　
つ　
は　
ず　
だ　
。　

か　
つ　
て　
�　
ふ　
る　
さ　
と　
創　
世　
�　
な　
ど　
と　
言　

っ　
て　
１　
億　
円　
ず　
つ　
バ　
ラ　
ま　
き　
、　
ド　
ブ　
に　
捨　

て　
た　
こ　
と　
よ　
り　
は　
、　
よ　
ほ　
ど　
現　
実　
的　
な　
選　

択　
と　
い　
え　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
だ　
ろ　
う　
か　
。　（　
終　
）　 �：架設の第1段階。まず二段重ねになった

橋体（正式には導板という）の下半分がズ
リズリと前方に移動するところからスター
ト。橋の前半分をここで用意するわけだ。

�：下半分が前方に出きってしまうと、次
に上半分がそのままの位置で下降し橋の中

央部分が接続される。固定は8カ所のツメで
引っかけるだけ、と至ってシンプル。

�：1本になった橋体を支持アーム先端のロ
ーラー部分で転がしながら、前方に押し出

してゆく。テコの原理で車体には大きな力
がかかるがそれに耐えながらの作業。

�：架設完了したら、自らが状況を確認し
ながら渡る。この橋体は、反対側からまっ
たく逆の手順で回収することができるが、

そのときは架設時の倍の時間がかかる。

▼

▼

▼
�

�

�

�

1：コの字型のフレームを重
ねて構成されているのがわ
かる、橋の裏側のカット。

モノコック構造で軽量化も
達成。
2：7 4式戦車の砲塔を取っ払
ってしまった造形だ。乗員
は架設オペレーターを兼ね
る車長とドライバーの2名。

3：陸自車両のなかでも最大
級の大きさを持つ車両だけ
に、各部の作動確認にはテ
レビカメラが活躍する。
4：源流が戦車であることを

示す顕著なものがこれ。ス
モークディスチャージャー、
つまり発煙筒だ。最前線で
の活動を想定すると、この

約　
５　
億　
円　
。　
い　
つ　
も　
な　
が　
ら　
高　
価　
な　
も　
の　

に　
思　
え　
る　
。　
海　
外　
モ　
ノ　
の　
詳　
細　
な　
調　
達　
価　

格　
は　
不　
明　
だ　
が　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
や　
ド　
イ　
ツ　
な　

ら　
こ　
の　
半　
分　
、　
ロ　
シ　
ア　
な　
ら　
お　
そ　
ら　
く　
ま　

た　
そ　
の　
半　
分　
と　
い　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　
だ　
ろ　
う　
。　

配　
備　
さ　
れ　
て　
い　
る　
数　
の　
少　
な　
さ　
か　
ら　
み　

て　
、　
量　
産　
に　
よ　
る　
コ　
ス　
ト　
ダ　
ウ　
ン　
効　
果　
は　

ほ　
と　
ん　
ど　
望　
め　
な　
い　
。　
ま　
た　
、　
そ　
れ　
だ　
け　

数　
が　
少　
な　
い　
と　
な　
る　
と　
、　
い　
ざ　
実　
戦　
と　
い　

う　
段　
に　
な　
っ　
て　
ま　
と　
も　
な　
運　
用　
が　
で　
き　
る　

の　
だ　
ろ　
う　
か　
…
…
と　
心　
配　
に　
な　
る　
。　

以　
前　
か　
ら　
こ　
の　
コ　
ー　
ナ　
ー　
で　
主　
張　
し　
て　

い　
る　
と　
お　
り　
、　
今　
後　
の　
陸　
上　
自　
衛　
隊　
の　
車　

両　
は　
「　
民　
間　
支　
援　
」　「　
国　
際　
支　
援　
」　
の　
言　
葉　

抜　
き　
で　
は　
語　
れ　
な　
く　
な　
っ　
て　
き　
て　
お　
り　
、　

さ　
ら　
に　
そ　
の　
色　
彩　
は　
濃　
く　
な　
る　
は　
ず　
だ　
。　

自　
衛　
隊　
側　
も　
そ　
れ　
に　
気　
付　
き　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　

2

3

4

Text : 芦川淳（Jun Ashikawa）Photo : 丸山秀和（Hidekazu Maruyama）
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